
愛知東邦大学 シラバス

開講年度(Year) 2023年度 開講期(Semester) 前期

授業科目名(Course
name) 専門演習Ⅲ

担当者(Instructors) 榎澤 祐一 配当年次(Dividend
year) 4

単位数(Credits) 2 必修・選択(Required /
selection) 必修

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

大学の学修の集大成として、卒業論文とその基盤となる研究に取り組みます。前期は先行研究を学ぶ重要性について理解することが授業の目
的です。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method)

履修者があらかじめ作成したレジュメを発表し、それに対し他の履修者や教員がコメントして、履修者の研究内
容の改善に取り組みます。学修状況により最大７回程度メディア授業を実施する予定です。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 レジュメの作成 研究の過程では、教員や他の履修生に簡潔な文章で意見を伝える行
為が必須です。その基礎としてレジュメ作成について確認をします。 □

第2回 先行研究レビュー① 先行研究（文献）を読み込み、その内容を発表します。各人最低2
回は実施します。グループA □

第3回 先行研究レビュー② 先行研究（文献）を読み込み、その内容を発表します。各人最低2
回は実施します。グループB □

第4回 先行研究レビュー③ 先行研究（文献）を読み込み、その内容を発表します。各人最低2
回は実施します。グループA □

第5回 先行研究レビュー④ 先行研究（文献）を読み込み、その内容を発表します。各人最低2
回は実施します。グループB □

第6回 テーマ決定① 先行研究（文献）を基に卒論のテーマを設定します。各人最低2回
は発表を実施します。グループA □

第7回 テーマ決定② 先行研究（文献）を基に卒論のテーマを設定します。各人最低2回
は発表を実施します。グループB □

第8回 テーマ決定③ 先行研究（文献）を基に卒論のテーマを設定します。各人最低2回
は発表を実施します。グループA □

第9回 テーマ決定④ 先行研究（文献）を基に卒論のテーマを設定します。各人最低2回
は発表を実施します。グループ □

第10回 仮説構築と検証方法の考案① 仮説構築とともに、仮説の検証方法も考案します。グループA □

第11回 仮説構築と検証方法の考案② 仮説構築とともに、仮説の検証方法も考案します。グループB □

第12回 仮説構築と検証方法の考案③ 仮説構築とともに、仮説の検証方法も考案します。グループA □

第13回 仮説構築と検証方法の考案④ 仮説構築とともに、仮説の検証方法も考案します。グループB □

第14回 卒論中間発表① 前期の研究成果をパワーポイントにまとめて発表します。グルー
プA □

第15回 卒論中間発表② 前期の研究成果をパワーポイントにまとめて発表します。グルー
プB □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

先行研究（文献）の読み込みと、それらに対する考察（2時間程度）。レジュメ作成と論文執筆（2時間程度）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

課題は発表用レジュメの作成と、並行しての論文の作成です。フィードバックは他の履修生や教員から発表時に行われます。



■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

思考力・判断力・表現力 ◆ 2019地域ビジネスDP2 仮説検証する上で複数の情報入手の方法があることを理解し、実践できる。

主体性 ◇ 2019地域ビジネスDP3 他ゼミ生の研究に対するフィードバックを、自ら口頭により建設的に実施できる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

100%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

レジュメ発表をもって実技試験とします。発表時はレジュメの記載事項およびプレゼンテーション、フィードバックを行う際はコメント発
言が評価対象です。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 ありません。

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1

2

3

4

5


